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国
立

公
園
は
、
国
立

の
公
園

か

「
国
立
公
園
と
は
、
国
立
の
公
園
で
あ
る
」
と
い
え
ば
、

そ
れ
で
合
格
点
が
も
ら
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
話
は
、

そ
う
単
純
で
は
な
い
。
ま
ず
、
国
立
と
名
の
付
く
も
の
を

並
べ
て
み
よ
う
。

国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
天
文
台
、
国
立
民
俗
学
博
物

館
、
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
印
刷
局
、
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
今
は
独
立
行
政
法
人
な
る
枕
詞
の
付
く
も
の

が
多
い
が
、

い
く
ら
で
も
思

い
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、
国
が
土
地
・建
物
を
所
有
し
、
人
を
配
置
し
、

費
用
の
大
部
分
を
負
担
す
る
国
の
施
設
で
あ
る
。

国
立
公
園
は
、
こ
れ
ら
の
国
立
機
関
と
は
ど
う
も
様
子

が
違
う
よ
う
だ
。
お
ま
け
に
、
公
園
の
中
に
は
、
皇
居
外

苑
、
京
都
御
苑
、
新
宿
御
苑
の
よ
う
に
、
国
の
施
設
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は

国
立
公
園
と
は
い
わ
ず
、
国
民
公
園
と
よ
ば

れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
公
園
、
飛
鳥
歴
史
公
園
、
昭
和

記
念
公
園
な
ど
の
よ
う
に
、
国
営
公
園
と
呼
ば
れ
る
も
の

も
あ
る
か
ら
、
話
が
紛
ら
わ
し
い
。

そ
う
そ
う
、
思
い
出
し
た
。
滝
野
す
ず
ら
ん
丘
陵
公
園

も
国
営
公
園
で
あ
る
。
管
理
者
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
北

海
道
開
発
局
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
か
ら
始
ま
り
二
六
年

間
も
工
事
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ
計
画
の
半
分
し
か
完
成

し
て
い
な
い
そ
う
だ
。
国
営
と
は
言

い
な
が
ら
、
ば

っ
ち

り
と
地
元
負
担
も
あ
り
、
思
い
出
し
た
頃
に
工
事
を
再
開

し
て
は
、
北
海
道
に
金
を
請
求
し
て
く
る
。
道
庁
の
役
人

も
カ
ン
カ
ン
で
あ
る
。
あ
ん
な
も
の
い
ら
な
い
、
ム
ダ
な

公
共
事
業
の
お
手
本
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
立
公
園
の
名
称
は
ど
こ
か
ら

話
が
横
道
に
そ
れ
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
結
論
を
述
べ
よ
う
。

国
立
公
園
と
は
、
自
然
公
園
法
に
も
と
づ
き
、
国
立
公
園

と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
を
い
う
。
自
然
公
園
法
は
、
自

然
公
園
を

「国
立
公
園
、
国
定
公
園
お
よ
び
都
道
府
県
立

自
然
公
園
を
い
う
」
と
定
義
し
、
さ
ら
に
国
立
公
園
を
「我

が
国
の
風
景
を
代
表
す
る
に
足
り
る
傑
出
し
た
自
然
の
風

景
地
で
あ
っ
て
、
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
」

と
定
義
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
環
境
大
臣
が

「国
立

公
園
に
す
る
」
と
い
え
ば
、
誰
の
土
地
か
ど
う
か
に
関
係

な
く
、
国
立
公
園
に
な
る
の
で
あ
る
。

日
本
の
国
立
公
園
の
始
ま
り
は
、

一
九
三

一
年
に
国
立

公
園
法
が
制
定
さ
れ
、

一
九
三
四
年
か
ら

一
九
三
六
年
に

か
け
て
、
瀬
戸
内
海
、
雲
仙
、
霧
島
、
阿
寒
、
大
雪
山
、

日
光
、
中
部
山
岳
、
阿
蘇
、
富
士
箱
根
な
ど
が
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
戦
後
に
な
る
と
、

佐
渡
弥
彦
、
琵
琶
湖
な
ど
が
「国
立
公
園
に
準
ず
る
地
域
」

(後
に
国
定
公
園
と
な
る
)
に
指
定
さ
れ
、
都
道
府
県
も
勝

手
に
都
道
府
県
立
公
園
を
指
定
し
だ
し
た
た
め
に
、
収
拾

が
つ
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
公
園
の
仕
組
み
や

名
称
を
統

一
す
る
た
め
、
自
然
公
園
法

(
一
九
五
七
年
)

が
制
定
さ
れ
、
国
立
公
園
法
は
吸
収

・
廃
止
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
法
律
の
名
称
に
従

っ
て
国
立
自
然

公
園
と
す
べ
き
で
あ

っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
さ
す

が
に
国
立
公
園

の
名
称
は
捨

て
が
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。さ
ら
に
環
境
庁
が
発
足

(
一
九
七

一
年
)
す
る
と
、
環

境
庁
は
自
然
公
園
法
に
か
え
て
、
自
然
環
境
保
全
法
を
制



定
す
る
作
業
を
開
始
し
た
。
同
時
に
、
国
立
公
園
と
い
う

名
称
も
廃
止
し
、
自
然
環
境
保
全
地
域
に
一
本
化
す
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
林
野
庁
や
建
設

省

(当
時
)
が
反
対
し
、
結
局
、
自
然
公
園
法

は
そ
の
ま

ま
に
、
新
た
に
自
然
環
境
保
全
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
国
立
公
園
と
い
う
名
称
も
、
そ
の

ま
ま
に
残
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「
国
立
公
園
」

の

レ
ッ
テ

ル
の
使

い
方
に

ル
ー

ル
は
あ
る
の
か

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
立
公
園
と
は
、
あ
る
実

体
を
も

っ
た
概
念
で
は
な
く
、
法
律
上
の
呼
び
名
に
す
ぎ

な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
国
立
公
園
と

い
う
名
称
の
使
い
方
に

一
定

の
ル
ー
ル
が
あ

る
わ
け
で
は

な
く
、
自
然
公
園
法
が
国
立
公
園
と
い
う
用
語
を
用
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
称
が
変
わ
ら
ず
使
わ
れ
続
け
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
名
称
は
、
国
設
自
然

公
園
、
国
指
定
自
然
公
園
、
国
指
定
自
然
環
境
保
全
地
域

な
ど
、
法
律
を
変
え
れ
ば
ど
う
に
で
も
変
更
可
能
な
の
で

あ
る

(な
お
、
鳥
獣
保
護
狩
猟
法
で
は
、
従
来

の
国
設
鳥

獣
保
護
区
に
か
え
、
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
と

い
う
名
称
が

用
い
ら
れ
る
)。

す
で
に
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
日
本
の
自
然
公
園
は
、

公
園
設
置
者
や
管
理
者
が
、
土
地
に
対
す
る
権
原

(所
有

権
、
賃
借
権
な
ど
)
や
区
域
内
の
道
路
、
橋
梁
、
電
柱
な

ど
の
施
設
を
所
有
す
る
こ
と
な
く
、
他
人
の
土
地

(多
く

が
国
有
林
、
道
府
県
有
林
な
ど
)
や
施
設
を
公
園
に
指
定

し
、
そ
の
利
用
を
制
限
す
る
地
域
制
公
園
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
、
都
市
公
園
や
国
民
公
園

・
国
営
公
園
は
、
設
置

者
が
土
地
の
権
原
を
取
得
し
、
施
設
を
設
置

・
管
理
す
る

営
造
物
公
園
で
あ
る
。
営
造
物
と
は
、
ド
イ
ツ
行
政
法
に

お
け
る
概
念
で
、
特
定
の
行
政
目
的
に
供
用
さ
れ
る
人
的

手
段
と
物
的
施
設

の
総
合
体

(公
立
学
校
、
図
書
館
、
病

院
、
研
究
所
、
公
営
鉄
道

・
バ
ス
、
上
下
水
道
な
ど
)
を

さ
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
に
列
記
し
た

「国
立
」
の
機
関
は
、
大
部
分
が
営

造
物
で
あ
り
、
現
行
法
上
、
「国
立
」
と
い
う
名
称
は
、
国

が
設
置

・
管
理
す
る
営
造
物

に
つ
い
て
用

い
ら
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
国
立
公
園
を

「
国
立
」
と
称

す
る
の
に
は
無
理
が
あ
り
、
法
的
に
は

「
国
指
定
自
然
公

園
」
と
い
う
の
が
、
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。

国

ご

と

に

異

な

る

国

立

公

園

の

中

身

以

上

よ

り
理

解

い
た

だ

け

る

よ
う

に
、

現

在

の
国

立

公

園

と

い
う
名

称

は
、

法

律

が

た

ま
た

ま
使

用

し

て

い

る
用

語

に
す
ぎ

な

い
。

で
は

、

国
立

公

園

と

い
う

名

称

を

、

世

界

各

国

が
、

な

ん

の
基

準

も

な
し

に
、
勝

手

に
使

っ
て
よ

い

の
か
。

そ
れ

で
は

名

称

の
安

売

り

で

は

な

い

か
。

結

論

は
、

そ

の
と

お
り

、

国
立

公

園

と

い
う

名

称

の
使

い
方

に
国
際

的

な

ル
ー

ル
は

な

い
。

し

た
が

っ
て
、

各

国

は
、
自

国

の
都

合

で
国

立

公
園

と

い
う
名

称

を

自

由

に
使

う

こ
と

が

で
き

る

の

で
あ

る
。

国

立
公

園

と

い
う

以

上

、

国

の
威

信

が

か
か

っ
て

い
る

の

で
、

さ
す

が

に
国

立

公
園

の
名
称

を

乱

発

し

て

い
る

よ
う

な

国

は
な

い
が

、

そ

の
中

身

は
、

実

は
さ

ま
ざ

ま

で

あ

る
。

第

一
に
、

国

立

公

園

の
歴

史

を

み

る
と

、

イ

エ
ロ
ー

ス

ト

ー

ン

(
ア
メ

リ

カ

・

一
八
七

二
年

)

を

皮

切

り

に
、

ロ

イ

ヤ

ル
(
オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア

・
一
八

七
九

年

)
、

バ

ン

フ

(
カ

ナ
ダ

・
一
八

八

七
年

)
、

ト

ン
ガ
リ

ロ

(
ニ

ュ
ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

・
一
八

九

四
年

)
、
ア
ビ

ス

コ
他

九

地
域

(
ス

エ
ー

デ

ン
・

一
九
〇

九

年

)

な

ど
、

一
九

世

紀
末

か
ら

二
〇

世
紀

初

頭

に
か

け

て
、

世
界

各

国

に
国

立

公
園

が

出

現

し

た
。

し

か

し

、
イ
ギ

リ

ス
、
ド

イ

ツ
な

ど

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
諸

国

で
は

、

法
制

度

の
整
備

が
遅

れ

た

こ
と

も
あ

っ
て
、

国

立
公

園

が

本
格
的
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
大

戦
以
降
で
あ
る
(北
欧
も
同
じ
)。
ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ

ア
で
も
、
旧
宗
主
国
が
設
置
し
た

一
部
の
国
立
公
園
を
例

外
と
す
る
と
、
そ
の
設
置
が
進
ん
だ
の
は

一
九
六
〇
年
代

以
降
で
あ
る
。

現
在
、
多
数
の
国
立
公
園
が
あ
る
の
は
、
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
で
、
英
独
仏
に
は
少
数
の
国
立

公
園
し
か
存
在
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
に
は

一
六

九
、
タ
イ
に
は

=
一二

の
国
立
公
園
が
あ
る
。

規
模
を
比

べ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の

国
立
公
園
は
さ
す
が
に
面
積
が
広
い
が
、
日
本
、
韓
国
、

東
南
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
北
欧
な
ど
の
国
立
公
園
は
、

規
模
の
小
さ
い
も
の
が
多
い
。

第
二
に
、
管
理
形
態
か
ら
み
る
と
、
世
界
の
国
立
公
園

の
大
部
分
は
、
公
園
管
理
機
関
が
土
地
や
施
設
を
所
有
し
、

管
理
す
る
営
造
物
公
園
で
あ
る
が
、
英
国
、
イ
タ
リ
ア
、

日
本
な
ど
の
国
立
公
園
は
、
国
有
地
の
ほ
か
に
私
有
地
を

含
め
て
作
ら
れ
た
地
域
制
公
園
で
あ
る
。

英
国
で
は
、
伝
統
的
に
地
方
自
治
体
が
土
地
利
用
規
制

に
関
し
強
い
権
限
を
も

っ
て
お
り
、

一
九
四
九
年
、
よ
う

や
く
国
立
公
園
制
度
が
法
制
度
化
さ
れ
た
。
一
九
五

一
年
、

最
初
の
国
立
公
園
が
湖
水
地
方
な
ど
四
か
所
に
設
置
さ
れ

た
が
、
公
園
の
管
理
に
は
住
宅
建
設
や
雇
用
拡
大
を
望
む

自
治
体
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
、
国

(中
央
政
府
)
に

は
勧
告
的
意
見
を
す
る
権
限
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い

(そ
れ

も
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
る
)。
英
国
の
国
立
公
園
は
、
現
在

一
五
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
国
立
公
園
も
、
田
村
剛
が
日
本
の
国
立
公

園
制
度
設
計
に
あ
た
り
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
地
域
制
公
園
で
あ
る
。
現
在
、
二
二
の
国
立
公

園
が
あ
り
、
公
園
ご
と
に
、
国
、
地
元
自
治
体
、
環
境
N
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G
O
、
科
学
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
公
園
局
が
、
公
園
計

画
の
策
定
か
ら
行
為
規
制
ま
で
を
行

っ
て
い
る
。
伝
統
的

な
農
業

・
放
牧
活
動
も
認
容
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
連
邦
制
を
と
る
国
や
地
方
分
権

の
強
い
国
で

は
、
国
立
公
園
と
は
い
い
な
が
ら
、
州
政
府
が
設
置
し
管

理
し
て
い
る
公
園
を

「国
立
公
園
」
と
称
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
ド
イ
ッ
で
は
、
伝
統
的
に
学
術
研
究

に
力
点
を
お

い
た
天
然
記
念
物
制
度
や
保
護
林
制
度

へ
の
関
心
が
高

く
、
余
暇
や
保
養
を
目
的
と
し
た
国
立
公
園
制
度
は
発
達

し
な
か
っ
た
。
最
初
の
国
立
公
園
が
バ
イ
エ
ル
ン
の
森
に

設
置
さ
れ
た
の
は

一
九
六
九
年
で
あ
り
、
現
在

の
国
立
公

園
数
も

一
四
に
す
ぎ
な
い
。
連
邦
自
然
保
護
法
が
、
国
立

公
園
の
枠
組
み
を
定
め
て
い
る
が
、
旦
ハ体
的
な
中
身
は
州

法
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
公
園
を
設
置
し
管
理

す
る
の
も
、
す
べ
て
ラ
ン
ト

(州
)
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

一
八
七
九
年
、
シ
ド

ニ
ー
郊
外

に
世
界
で
二
番
目
の

「国
立
公
園
」
を
設
置
し
た
国
と
し

て
知
ら
れ
る
が

(た
だ
し
連
邦
国
家
と
な
っ
た
の
は

一
九

〇

一
年
な
の
で
、
国
立
公
園
と
い
う
の
は
正
確
で
は
な

い
)
、
「国
立
公
園
」
と
は
い
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
エ
ル
ズ
州
が
設
置
管
理
す
る
州
立
公
園
で
あ
る

(
一
九
五
四
年
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
二
世
訪
問

を
記
念
し

て

「国
立
公
園
」
か
ら

「
ロ
イ
ヤ
ル
国
立
公
園
」
に
改
称

し
た
)
。
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
多
数

の
国
立
公
園

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
州
立
公
園

で
あ
り
、
連

邦
政
府
は
、
カ
カ
ド
ゥ
ー
国
立
公
園
ほ
か
い
く

つ
か
の
公

園
を
、
管
理
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
カ
カ
ド

ゥ
ー
国
立

公
園
の
場
合
、
三
分
の
二
が
連
邦
有
地
、
三
分

の
一
は
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
ー
か
ら
借
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ

ン
に
も
国
立
公
園
は
な
く
、
州
立
公
園
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

I
U
C
N
の
定

め
た

六
種
類

の
自
然
保
護
区

さ
て
、
以
上
の
説
明
か
ら
、
国
立
公
園
と
い
っ
て
も
国

ご
と
に
指
定
の
基
準
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
そ
の
実
体
は

玉
石
混
合
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
各
国
が
勝
手
に
国
立
公
園
、
原
生
自
然
保
護
区
、

鳥
獣
保
護
区
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
な
ど
の
名
称
を
乱
発

し
、
そ
の
中
身
が
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
の
で
は
、
正
確
な
デ
ー

タ
の
収
集
や
各
国
間
の
政
策
の
比
較
も
ま
ま
な
ら
ず
、
複

数
の
国
が
歩
調
を
あ
わ
せ
て
自
然
保
護
に
取
り
組
む
こ
と

も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
国
際
自
然
保
護
連
合

(I
U
C

N
)
が
開
発
を
進
め
て
き
た
の
が
、
自
然
保
護
区
を
、
管

理
目
標
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
す
る

取
組
み
で
あ
る
。

国
際
自
然
保
護
連
合
の
国
立
公
園
保
護
地
域
会
議

(C

N
P
P
A
。
現
在
は
W
C
P
A
)
は
、
右
の
よ
う
な
意
図

か
ら
、
ま
ず

一
九
六
九
年
、
「国
立
公
園
」
の
定
義
を
公
表

し
、

一
九
七
三
年
の
暫
定
案
を
も
と
に
一
九
七
八
年

「保

護
地
区
の
た
め
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
目
的
お
よ
び
ク
ラ
イ
テ

リ
ア
」
を
公
表
し
た
。
そ
れ
は
、
①
学
術
的
保
護
地
域

・

厳
正
自
然
保
護
地
域
、
②
国
立
公
園
、
③
天
然
記
念
物

・

自
然
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
、
④
自
然
保
全
地
域

・
管
理
さ
れ
た

自
然
保
護
地
域

・
野
生
生
物
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
、
⑤
景

観
保
護
地
域
、
⑥
資
源
保
護
地
域
、
⑦
自
然
生
物
地
域

・

民
俗
的
保
護
地
域
、
⑧
多
目
的
利
用
管
理
地
域

・
資
源
管

理
地
域
、
⑨
生
物
圏
保
護
地
域
、
⑩
世
界
遺
産
地
域

(自

然
遺
産
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
区
分
は
、
世
界
各
国
で
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
が
、多
く
の
欠
点
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
相
互
の
区
別
が
分
か
り
に
く
い
。
ま

た
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
護
が
十
分
で
は
な
い
。
⑨
⑩
は
、

条
約
等
に
よ
る
指
定
地
域
を
さ
し
て
お
り
、
他
の
区
分
と

重
複
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
諸
外
国
の
実
状

を
考
慮
し
て
、国
立
公
園
な
ど
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
も

っ

と
柔
軟
な
解
釈
や
適
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
な
ど
。

そ
こ
で
、
C
N
P
P
A
は
、
そ
の
後
の
科
学
的
知
見
の

発
達
も
ふ
ま
え
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
再
検
討
に
着
手
し
、

一

九
九
〇
年
、
①
か
ら
⑤
を
基
本
と
し
、
⑨
⑩
を
削
除
す
る

と
い
う
作
業
委
員
会
案
を
公
表
し
た
。
こ
の
提
案
は
好
評

を
も

っ
て
迎
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
意

見
募
集
、
見
直
し
検
討
会
な
ど
を
経
て
、

一
九
九
四
年
、

新
し
い

「保
護
地
域
管
理
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
確
定
さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
、
新
し
い
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
適
用
し
た
「国
連
保
護
地
域
リ
ス
ト
」
(C
三
8
α

Z
讐
一〇⇒
ω
ピ
一ω叶
o
h
℃
『0
8
0辞Φα
〉
同Φ餌
ω)
が
公
表
さ
れ
、

二
〇
〇
三
年
、
改
訂
リ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
管
理
の
目
的
、
選
定
基
準
、
管

理
組
織
な
ど
に
よ

っ
て
、
保
護
区
を
つ
ぎ
の
六
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
区
分
し
て
い
る
。

①

a
厳
正
自
然
保
護
地
域
-
主
に
学
術
研
究
の
た
め

に
管
理
さ
れ
た
保
護
地
域

b
原
生
自
然
保
護
地
域
i
主
に
原
生
自
然
保
護
の

た
め
に
管
理
さ
れ
た
保
護
地
域

②

国
立
公
園
-
主
に
生
態
系
保
護
と

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
管
理
さ
れ
た
保
護
地
域

③

天
然
記
念
物
-
主
に
特
別
の
自
然
上
の
特
徴
の
保

全
の
た
め
に
管
理
さ
れ
た
保
護
地
域

④

生
息
地

・
種
の
管
理
地
域
…
主
に
管
理
に
よ
る
干

渉
を
通
し
た
保
全
の
た
め
に
管
理
さ
れ
た
保
護
地
域

⑤

陸
域

・
海
域
の
景
観
保
護
地
域
-
主
に
、
陸
域

・

海
域
の
景
観
保
全
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

管
理
さ
れ
た
保
護
地
域

⑥

資
源
管
理
保
護
地
域
-
主
に
自
然
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
持
続
的
利
用
の
た
め
に
管
理
さ
れ
た
保
護
地
域

4



国

立

公

園

の

グ

ロ
ー

バ

ル

ス

タ

ン

ダ

ー

ド

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン
は

、
右

の

カ

テ
ゴ

リ

ー

に

つ

い
て
、

さ

ら

に
、

定

義

、

管
[理

目
標

、

選

定

の
基

準

、
管

理
機

関

の
責

任

な

ど

を
細

か
く

定

め

て

い

る
が

、

こ
こ

で

は
詳

し

い
紹

介

を

さ

け
、

②

国

立
公

園

と
⑤

景

観

保

護
地

域

の

み

を
取

り
上

げ

る
。

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン
は

、
②

国

立

公

園

に

つ

い
て

は
、

㈲

現

在

お

よ
び

将

来

の
世

代

の

た

め

に
、

ひ
と

つ
ま

た

は
複

数

の

エ

コ
シ

ス

テ

ム

の
生

態

的

統

合

性

を

保
護

す

る
、

㈲

地

域

指

定

の
目

的

に
反

す

る
開

発

や

居

住

を
排

除

す

る
、

ω

す

べ
て
が

環

境

的

、

文
化

的

に
両

立

可
能

な
状

態

で
、

精

神

的

、

科

学

的

、

教
育

的

、

レ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
的

、

お

よ
び

訪

問

者

に
と

っ
て

の
機

会

の
た

め

の
基

盤

を

提

供

す

る

た

め

に
指

定

さ

れ

た
陸

域

・
海

域

の
自

然

地

域

で
あ

る

と
定

義

し
、

最

近

の
人
間

の
居

住

や

開

発

に

よ

っ
て
物

理
的

改

変

が

な

さ
れ

な

い
よ
う

、

十

分

な
広

さ

が
あ

る
こ

と
、

土

地

の
所

有

お
よ
び

管

理

は
、

通

常

、

国

の
最

高

行

政

機

関

が
有

す

べ
き

こ
と

な
ど

が

記

さ

れ

て

い
る
。

国

立

公

園

の
適

用

例

と

し

て

は
、

カ

ナ

イ

マ

(
ベ
ネ

ズ

エ
ラ

・
ギ

ア
ナ

高

地

)
、

カ

カ
ド

ゥ

(オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

)
、

ラ

ス

・
モ

ハ

マ
ド

(
エ
ジ

プ

ト

)
、

ト

ン
ガ

リ

ロ

(
ニ

ュ
ー

ジ

ー

ラ

ン
ド

)
、

ウ

オ
タ

ー

ト

ン

・
レ
イ

ク

(カ

ナ
ダ

)
、

ク

ル

ー
ガ

ー

(南

ア

メ
リ

カ

)
、

イ

エ

ロ
ー

ス
ト

ー

ン

(
ア

メ
リ

カ
合

衆

国

)

な

ど

を
あ

げ

て

い
る
。

つ
ぎ

に
、

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン
は

、
⑤

景
観

保

護

地

域

に

つ

い
て

は
、

長

年

に
わ

た

る
人

と

自

然

の
相

互

作

用

が

、
重

要

な

景

観

的

、

生

態
的

、

文

化

的

な
価

値

、

お
よ

び
時

に

高

い
生

物

多

様

性

の
あ

る

は

っ
き

り

と

し

た
特

徴

の
あ

る

地

域

を

作

り

出

し

て
き

た
陸

域

(海

岸

、

海

洋

を
適

宜

含

む
)

な

ど

と
定

義

し
、

と
く

に
す

ぐ

れ

た
景

観

を

も

つ
陸

地

、

海

岸

、

島

し

ょ
を
有

す

る

こ
と

、
自

然

と

調

和

し

た

生

活

様

式

と
経

済

活
動

な
ど

を

支

援

す

る
、

レ
ク

リ

エ
ー

シ
ョ
ン
や
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
公
衆
の
楽
し
み
の
た
め

の
…機
会
を
提
供
す
る
こ
と
、
土
地
は
公
的
機
関
に
よ

っ
て

も
保
有
さ
れ
う
る
が
、
多
く
は
私
的
所
有
と
公
的
所
有
の

モ
ザ
イ
ク
で
あ
る
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
適
用
例
と

し
て
、
ダ
ー
ト
ム
ア
(イ
ギ
リ
ス
)、
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ク
島

(フ
ラ
ン
ス
)、
セ
ヴ
ェ
ン
ヌ
(
フ
ラ
ン
ス
)、
泰
山
(中
国
)

な
ど
、
名
だ
た
る
観
光
地
が
な
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
、
興

味
深

い
の
は
、
日
本
の
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
も
、
景
観
保

護
地
域
の
サ
ン
プ
ル
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、「陸
と

海
の
景
観
が
美
し
く
、
多
数
の
社
寺
や
歴
史
的
建
造
物
に

彩
ら
れ
た
島
々
は
、
日
本
の
文
化
を
雄
弁
に
物
語
り
、
地

方
の
慣
習
と
生
活
の
多
様
性
を
特
徴
付
け
る
。陸
と
海
は
、

人
々
の
楽
し
み
と
教
育
の
た
め
に
保
護
さ
れ
、
利
用
さ
れ

て
い
る
」
と
指
定
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本

の
国
立
公
園
は
景
観

保
護

区

さ
て
、
以
上
の
記
述
か
ら
、
筆
者
の
い
い
た
い
こ
と
は
、

ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
を
例
に
あ

げ
る
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
国
立
公
園
は
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
⑤

の
景
観
保
護
地
域
、す
な
わ
ち
「景

観
保
全
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
管
理
さ
れ
た
地

域
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
版
国
連
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
二
八
の
国
立
公
園
の
う
ち
、
二
一二
が
カ
テ
ゴ
リ
ー

⑤
と
さ
れ
て
い
る
。

無
論
、
国
連
リ
ス
ト
で
⑤
に
分
類
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
法
律
上
、
国
立
公
園
の
名
称
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
単
に
世
界
的
な
国
立
公
園
の
管
理
基
準

に
適
合
し
な
い
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
北
欧
諸
国
な
ど
の

国
立
公
園
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
②
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
、
羨
望
と
同
時
に
、
日
本
の
国
立
公
園
の
現
状
に
、

い
さ
さ
か
の
寂
し
さ
を
お
ぼ
え
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な

い
だ

ろ
う

。

こ
う

い
う

と
、

か

の
国

と

日
本

と

で
は
、

地

形

、

国
土

面

積

、

人

口
密

度

な

ど

が

違

い
す
ぎ

て
比

較

に
な

ら

な

い

と

の
反

論

が

き

そ
う

で
あ

る

。

し

か
し
、

ド

イ

ツ
や

フ

ラ

ン

ス

の
小

規
模

の
国

立

公

園

も
、

ほ

ぼ

す

べ

て
が
②

に
分

類

さ

れ

て

い
る

こ
と

を

考

え

る

と
、
問

題

は
国

土

の
広

さ

や

人

口
密

度

の
違

い

に
あ

る

の

で

は

な

い

こ

と

が

分

か

る
。し

か

し
、
最

後

に
良

い

ニ

ュ
ー

ス
が

あ

る

。
す

な

わ

ち
、

二
〇

〇

三
年

版

国
連

リ

ス
ト

で

は
、

日
本

の
二

八

の
国

立

公

園

の
中

で
、
利

尻

礼

文

サ

ロ

ベ
ツ
、
釧

路

湿

原
、
日
光

、

南

ア

ル
プ

ス
、

瀬
戸

内

海

の
五

か
所
が

カ

テ

ゴ

リ

ー
②

に

分

類

さ

れ

た

こ
と

で

あ

る

(知
床

は
⑤

で
あ

る
)
。
し

か
し

、

利

尻

礼
文

サ

ロ
ベ
ツ

や
釧

路

湿

原

が
、

世

界

的

な
国

立

公

園

の
管

理
基

準

に
該

当

す

る

と

い
わ

れ

て
も

、
首

を

か
し

げ

る

人

が
多

い

の
で

は

な

か

ろ
う

か
。

I

U

C

N

の
勘
違

い
で

な

い
こ
と

を
祈

り

た

い
。

し

か
し

、

も

っ
と
不

思
議

な

の

は
、

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

で

は
カ

テ
ゴ

リ

ー
⑤

の

サ

ン
プ

ル
と

さ

れ

て

い
る
瀬

戸

内

海

国

立
公

園

が

、

二
〇

〇

三
年

版

国

連

リ

ス

ト

で

は

②

に

区

分

さ

れ

て

い

る

こ

と

で
あ

る
。

単

な

る

入
力

ミ

ス

か
、

そ

れ
以

外

に
何

か
理

由

が
あ

る

の

か
。

本
当

の

こ

と

は
私

に
も
分

か

ら

な

い
。

付

記

・
遠
音

別

岳

、

に
区

分

さ

れ

て

い

る
。

み
た

い
。

十
勝
川
源
流
、
大
平
山
は
、
①
b

そ
の
区
分
に
恥
じ
な
い
管
理
を
望
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